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営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS
営農ニュース

FARMING NEWS

　4
年
産
米
の
収
穫
が
本
格
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

来
年
に
向
け
た
土
づ
く
り
は
今
秋
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　土
づ
く
り
は「
作
物
を
作
る
上
で
の
基
礎
」と
な
り
、

異
常
気
象
に
負
け
な
い
米
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
き
ま

す
。
積
極
的
な
秋
耕
や
土
づ
く
り
資
材
・
牛
糞
堆
肥
を

投
入
し
、
良
質
米
生
産
を
行
い
ま
し
ょ
う
!!

　ま
た
、
近
年
町
内
に
お
い
て
ご
ま
葉
枯
病（
秋
落
田
）

が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
地
力（
主
に
、
鉄
分
・
け
い

酸
）の
低
下
が
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
次
年
度
に
向

け
て
土
づ
く
り
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○
秋
耕

水
稲
刈
取
後
の
稲
わ
ら
等
の
残
渣
物
の
腐
熟
促
進
と
、
還
元

土
壌
へ
の
酸
素
供
給
。

○
ミ
ネ
ラ
ル
G
…
2
0
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
ａ

　（
資
材
課
に
て
受
託
散
布
を
し
て
い
ま
す
）

水
稲
栽
培
で
消
費
さ
れ
た
ケ
イ
酸
分
、
鉄
分
、
そ
の
他
の
有

用
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給
し
、
倒
伏
や
病
害
虫
へ
の
抵
抗
性
を
高

め
、
健
全
な
水
稲
生
育
を
助
け
る
。

○
牛
糞
堆
肥
…
2
ｔ
／
10
ａ

　（
農
業
公
社
に
て
受
託
散
布
を
し
て
い
ま
す
）

消
費
し
た
有
機
物
を
補
給
し
、
土
壌
の
保
肥
力
・
保
水
力
を

高
め
、
安
定
し
た
肥
効
に
よ
り
、
気
象
の
変
化
に
強
い
水
稲

づ
く
り
が
で
き
る
。

※
連
用
し
て
い
る
ほ
場
は
1
〜
1
・
5
ｔ
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
石
灰
窒
素
…
20
㎏
／
10
ａ

　（
刈
取
り
後
早
め
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
）

稲
わ
ら
腐
熟
促
進

○
ア
グ
リ
革
命
…
酵
素
の
力
で
稲
わ
ら
分
解

粒
剤
タ
イ
プ
、
液
剤
タ
イ
プ
2
種
類
あ
り
ま
す
。

粒
剤
：
2
㎏
／
10
a

液
剤
：
1
0
0
㎖（
水
10
〜
5
0
0
ℓ
で
希
釈
）／
10
a

○
雑
草
防
除

　
近
年
、
ク
ロ
グ
ワ
イ
な
ど
多
年
生
雑
草
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
ク
ロ
グ
ワ
イ
は
土
中
の
塊
茎
に
よ
っ
て
繁
殖
す
る
た

め
、
毎
年
発
生
し
ま
す
。
ク
ロ
グ
ワ
イ
の
塊
茎
は
乾
燥
に
弱

い
の
で
秋
耕
を
行
う
こ
と
で
土
壌
表
面
に
塊
茎
を
露
出
さ
せ

低
温
・
乾
燥
状
態
に
し
て
枯
死
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
除
草
剤
散
布
を
合
わ
せ
て
行
い
来
年
の
発
生
数
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

水

　稲
大
麦
・
は
だ
か
麦

今
後
の
管
理（
水
稲
刈
取
後
）

令
和
５
年
産
の
ポ
イ
ン
ト

●
排
水
対
策
の
徹
底

　
湿
害
は
収
量
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
湿
害
に
負
け
な
い
よ

う
早
め
に
周
囲
作
溝
を
設
置
す
る
な
ど
、
排
水
対
策
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

●
極
端
な
早
播
き
は
や
め
る

　
播
種
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
、
霜
害
の
影
響
を
受
け
登
熟
不
良

と
な
り
収
量
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
近
年
増
加
傾
向
の
黒

節
病
も
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

●
適
期
の
作
業
実
施

　
生
育
状
況
を
確
認
し
、
播
種
・
追
肥
・
防
除
を
適
期
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

●
ほ
場
準
備

　（
１
）排
水
対
策

　
中
溝
や
周
囲
作
溝
を
し
っ
か
り
と
設
置
し
、
排
水
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

○
周
囲
作
溝
　
深
さ
30
㎝
程
度
で
必
ず
排
水
口
に
つ
な
ぐ
。

中
溝
よ
り
深
く
施
工
す
る
。
排
水
が
悪
い

ほ
場
で
は
、
稲
の
収
穫
後
で
き
る
だ
け
早

め
に
天
候
が
良
い
う
ち
に
作
業
す
る
。

○
弾
丸
暗
渠
　
本
暗
渠
と
直
角
ま
た
は
斜
め
に
交
差
さ
せ

る
。
間
隔
の
基
準
は
2
〜
3
ｍ
と
す
る
。

○
中
溝
施
工
　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
幅
や
、
土
壌
条
件
に
よ
っ
て

決
定
す
る
。
概
ね
６
ｍ
、
深
さ
20
〜
30
㎝
で

施
し
、
必
ず
周
囲
作
溝
に
つ
な
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
小
明
渠
作
溝
同
時
浅
溝
播
種
の
場
合
で
も

中
溝
を
施
工
す
る
。

　（
2
）土
づ
く
り

○
ｐ
Ｈ
調
整
　
中
性
土
壌（
ｐ
Ｈ
７
程
度
）を
好
む
作
物
で

す
の
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
か
タ
ン
カ
ル
で
ｐ

Ｈ
調
整
を
行
う
。

（
３
）雑
草
対
策

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド

ク
ロ
グ
ワ
イ
の
場
合

50
倍
液
　（
薬
液
1
0
0
0
㎖
・
水
50
ℓ
）

水
稲
刈
取
後
ク
ロ
グ
ワ
イ
が
20
㎝
程
度
伸
び
て
か
ら

散
布
す
る
。

※ラウンドアップマックスロード・クロレートＳはつや姫・きぬ
むすめ特別栽培米予定ほ場では散布できませんので注意して
ください。
　（農薬成分カウントが特別栽培米基準に加算されるため）

水稲ほ場に雑草が多い場合は水稲刈取後の除草剤散布
が効果的です。

秋
耕
を
早
期
に
実
施
し
、
異
常
気
象
・
病
害
虫

に
負
け
な
い
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

薬剤名 薬量(10a当り) 希釈水量適用雑草 使用
回数

ラウンドアップ
マックスロード

クロレートS

一年生雑草
多年生イネ科雑草

通常散布
50～100ℓ
少量散布
5～50ℓ多年生雑草

一年生雑草

20～25㎏ ー

500～1000㎖

200～500㎖
1回

1回

薬剤名 適用雑草 散布時期 薬量
（10a当り）

希釈水量
（10a当り）

使用
回数

プリグ
ロックス L

サン
フーロン

液剤

600

～

1,000㎖

200

～

500㎖

250

～

500㎖

4 回

3 回

3 回

100

～

150ℓ

50

～

100ℓ

ラウンド
アップ

マックス
ロード

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草
及び

多年生
イネ科雑草

播種前又は
播種後出芽前

耕起7日前まで
（雑草生育期） 

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）
播種後出芽前

（雑草生育期）

少量散布
5～25ℓ

通常散布
50～100ℓ
少量散布
25～50ℓ

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）

※ほ場に雑草が多く、播種作業に支障が生じる場合は事前に雑草を枯らしてから播種を行う。

基
準
量
：
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
　
2
0
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
a

　
　
　
　
タ
ン
カ
ル
　
　
1
5
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
a

　
　
　
　
※
施
用
量
は
土
壌
ｐ
Ｈ
を
実
際
に
計
っ
て

　
　
　
　
か
ら
施
用
量
を
決
定
す
る
。

　
　
　
　
土
壌
分
析
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
営
農
第

　
　
　
　
一
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
堆
肥
施
用
　
牛
糞
完
熟
堆
肥（
基
準
量
：
2
t
／
10
a
）

を
投
入
し
、
土
づ
く
り
を
行
う
。
未
熟
堆

肥
を
投
入
す
る
と
生
育
ム
ラ
や
、
次
作
で

の
雑
草
の
繁
茂
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
完
熟

堆
肥
を
使
う
。

令
和
4
年
産
島
根
米
の
仮
単
価
が
決
定
し
ま
し
た

品種

ハナエチゼン

コシヒカリ

つや姫
（特別栽培米）

きぬむすめ

銘柄モチ

年産
4年
3年
4年
3年
4年
3年
4年
3年
4年
3年

1等   
10,500
9,900

11,200
10,400
12,000
11,200
11,000
10,200
12,600
12,400

1等上 
－    
－    

11,400
10,600
12,200
11,400
11,200
10,400

－    
－    

（JAしまね米基準：円／60㎏、税込）

2等   
　10,100
9,500

10,800
10,000
11,600
10,800
10,600
9,800

11,700
11,500

3等   
　9,100
8,500
9,800
9,000
－    
－    

9,600
8,800

10,700
10,500

令和4年産島根米仮単価表（補足）
１．コシヒカリ・つや姫・きぬむすめの１等
「上」は1.9mmふるい目仕分けで、水
分15.5％以下を満たすものです。

２．JAしまね米とは、次の要件をすべて満
たすものです。

　　①出荷契約書が提出されていること。
　　②種子更新がされていること。
　　③農産物検査を受検していること。
　　④栽培履歴が提出されていること。
　※JAしまね米の要件を満たさない場合
は、▲1,000円／ 60㎏です。

３．高水分（15.6%以上16.0%以下）仕分
けの価格差（コシヒカリ・きぬむすめ
の1・2等）は、▲500円／ 60㎏です。

４．銘柄モチのうち契約栽培は、上記単価
に1,600円／ 60㎏が加算されます。

５．令和４年産米の買入手法については、
昨年同様です。

オモダカ 30～40㎏ ー

大

　豆

病
害
虫
防
除

　
開
花
後
30
日
頃
が
、
紫
斑
病
・
カ
メ
ム
シ
の
防
除
時
期

で
す
。
ま
た
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
に
つ
い
て
も
発
生
が
多
い
時

期
に
な
り
ま
す
。
適
期
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。
開
花
期

以
降
、
降
雨
の
日
が
多
い
と
紫
斑
病
の
発
生
が
多
く
な
り

ま
す
。
特
に
タ
マ
ホ
マ
レ
は
弱
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★紫斑病・カメムシ

★ハスモンヨトウ

≪動噴・ハイクリブームの場合≫
適用病害虫名
紫斑病
カメムシ類

紫斑病・カメムシ類

農薬名
アミスター２０フロアブル
スミチオン乳剤

アミスタートレボンＳＥ

希釈倍数
2,000～3,000倍
1,000倍
1,000倍

希釈倍数

使用時期
収穫７日前まで
収穫２１日前まで
収穫１４日前まで

使用液量（10a）
１００～３００ℓ
１００～３００ℓ
１００～４００ℓ

適用病害虫名 農薬名 使用時期使用液量（10a）
100～300ℓ
０．８L

収穫７日前まで
収穫７日前までハスモンヨトウ

4,000倍
16～32倍プレバソンフロアブル５

※発生密度によっては以下の薬剤と混用して下さい。
　薬剤：トレボンEW 1，000倍（100～300ℓ／10a）　または 　ランネート４５ＤＦ 1，000倍（100～300ℓ／10a）

※展着剤を使用して下さい。

≪ドローンの場合≫
適用病害虫名
紫斑病
カメムシ類

紫斑病・カメムシ類

農薬名
アミスター２０フロアブル
スミチオン乳剤

アミスタートレボンＳＥ

希釈倍数
16～24倍
8倍
8倍

使用時期
収穫７日前まで
収穫２１日前まで
収穫21日前まで

使用液量（10a）
0.8ℓ
0.8ℓ
0.8ℓ

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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き
は
や
め
る

　
播
種
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
、
霜
害
の
影
響
を
受
け
登
熟
不
良

と
な
り
収
量
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
近
年
増
加
傾
向
の
黒

節
病
も
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

●
適
期
の
作
業
実
施

　
生
育
状
況
を
確
認
し
、
播
種
・
追
肥
・
防
除
を
適
期
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

●
ほ
場
準
備

　（
１
）排
水
対
策

　
中
溝
や
周
囲
作
溝
を
し
っ
か
り
と
設
置
し
、
排
水
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

○
周
囲
作
溝
　
深
さ
30
㎝
程
度
で
必
ず
排
水
口
に
つ
な
ぐ
。

中
溝
よ
り
深
く
施
工
す
る
。
排
水
が
悪
い

ほ
場
で
は
、
稲
の
収
穫
後
で
き
る
だ
け
早

め
に
天
候
が
良
い
う
ち
に
作
業
す
る
。

○
弾
丸
暗
渠
　
本
暗
渠
と
直
角
ま
た
は
斜
め
に
交
差
さ
せ

る
。
間
隔
の
基
準
は
2
〜
3
ｍ
と
す
る
。

○
中
溝
施
工
　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
幅
や
、
土
壌
条
件
に
よ
っ
て

決
定
す
る
。
概
ね
６
ｍ
、
深
さ
20
〜
30
㎝
で

施
し
、
必
ず
周
囲
作
溝
に
つ
な
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
小
明
渠
作
溝
同
時
浅
溝
播
種
の
場
合
で
も

中
溝
を
施
工
す
る
。

　（
2
）土
づ
く
り

○
ｐ
Ｈ
調
整
　
中
性
土
壌（
ｐ
Ｈ
７
程
度
）を
好
む
作
物
で

す
の
で
、
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
か
タ
ン
カ
ル
で
ｐ

Ｈ
調
整
を
行
う
。

（
３
）雑
草
対
策

ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド

ク
ロ
グ
ワ
イ
の
場
合

50
倍
液
　（
薬
液
1
0
0
0
㎖
・
水
50
ℓ
）

水
稲
刈
取
後
ク
ロ
グ
ワ
イ
が
20
㎝
程
度
伸
び
て
か
ら

散
布
す
る
。

※ラウンドアップマックスロード・クロレートＳはつや姫・きぬ
むすめ特別栽培米予定ほ場では散布できませんので注意して
ください。
　（農薬成分カウントが特別栽培米基準に加算されるため）

水稲ほ場に雑草が多い場合は水稲刈取後の除草剤散布
が効果的です。

秋
耕
を
早
期
に
実
施
し
、
異
常
気
象
・
病
害
虫

に
負
け
な
い
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

薬剤名 薬量(10a当り) 希釈水量適用雑草 使用
回数

ラウンドアップ
マックスロード

クロレートS

一年生雑草
多年生イネ科雑草

通常散布
50～100ℓ
少量散布
5～50ℓ多年生雑草

一年生雑草

20～25㎏ ー

500～1000㎖

200～500㎖
1回

1回

薬剤名 適用雑草 散布時期 薬量
（10a当り）

希釈水量
（10a当り）

使用
回数

プリグ
ロックス L

サン
フーロン

液剤

600

～

1,000㎖

200

～

500㎖

250

～

500㎖

4 回

3 回

3 回

100

～

150ℓ

50

～

100ℓ

ラウンド
アップ

マックス
ロード

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草

一年生雑草
及び

多年生
イネ科雑草

播種前又は
播種後出芽前

耕起7日前まで
（雑草生育期） 

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）
播種後出芽前

（雑草生育期）

少量散布
5～25ℓ

通常散布
50～100ℓ
少量散布
25～50ℓ

耕起前又は
播種前まで

（雑草生育期）

※ほ場に雑草が多く、播種作業に支障が生じる場合は事前に雑草を枯らしてから播種を行う。

基
準
量
：
ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
　
2
0
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
a

　
　
　
　
タ
ン
カ
ル
　
　
1
5
0
〜
3
0
0
㎏
／
10
a

　
　
　
　
※
施
用
量
は
土
壌
ｐ
Ｈ
を
実
際
に
計
っ
て

　
　
　
　
か
ら
施
用
量
を
決
定
す
る
。

　
　
　
　
土
壌
分
析
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
営
農
第

　
　
　
　
一
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
堆
肥
施
用
　
牛
糞
完
熟
堆
肥（
基
準
量
：
2
t
／
10
a
）

を
投
入
し
、
土
づ
く
り
を
行
う
。
未
熟
堆

肥
を
投
入
す
る
と
生
育
ム
ラ
や
、
次
作
で

の
雑
草
の
繁
茂
が
懸
念
さ
れ
る
の
で
完
熟

堆
肥
を
使
う
。

令
和
4
年
産
島
根
米
の
仮
単
価
が
決
定
し
ま
し
た

品種

ハナエチゼン

コシヒカリ

つや姫
（特別栽培米）

きぬむすめ

銘柄モチ

年産
4年
3年
4年
3年
4年
3年
4年
3年
4年
3年

1等   
10,500
9,900

11,200
10,400
12,000
11,200
11,000
10,200
12,600
12,400

1等上 
－    
－    

11,400
10,600
12,200
11,400
11,200
10,400

－    
－    

（JAしまね米基準：円／60㎏、税込）

2等   
　10,100
9,500

10,800
10,000
11,600
10,800
10,600
9,800

11,700
11,500

3等   
　9,100
8,500
9,800
9,000
－    
－    

9,600
8,800

10,700
10,500

令和4年産島根米仮単価表（補足）
１．コシヒカリ・つや姫・きぬむすめの１等
「上」は1.9mmふるい目仕分けで、水
分15.5％以下を満たすものです。

２．JAしまね米とは、次の要件をすべて満
たすものです。

　　①出荷契約書が提出されていること。
　　②種子更新がされていること。
　　③農産物検査を受検していること。
　　④栽培履歴が提出されていること。
　※JAしまね米の要件を満たさない場合
は、▲1,000円／ 60㎏です。

３．高水分（15.6%以上16.0%以下）仕分
けの価格差（コシヒカリ・きぬむすめ
の1・2等）は、▲500円／ 60㎏です。

４．銘柄モチのうち契約栽培は、上記単価
に1,600円／ 60㎏が加算されます。

５．令和４年産米の買入手法については、
昨年同様です。

オモダカ 30～40㎏ ー

大

　豆

病
害
虫
防
除

　
開
花
後
30
日
頃
が
、
紫
斑
病
・
カ
メ
ム
シ
の
防
除
時
期

で
す
。
ま
た
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
に
つ
い
て
も
発
生
が
多
い
時

期
に
な
り
ま
す
。
適
期
防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。
開
花
期

以
降
、
降
雨
の
日
が
多
い
と
紫
斑
病
の
発
生
が
多
く
な
り

ま
す
。
特
に
タ
マ
ホ
マ
レ
は
弱
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★紫斑病・カメムシ

★ハスモンヨトウ

≪動噴・ハイクリブームの場合≫
適用病害虫名
紫斑病
カメムシ類

紫斑病・カメムシ類

農薬名
アミスター２０フロアブル
スミチオン乳剤

アミスタートレボンＳＥ

希釈倍数
2,000～3,000倍
1,000倍
1,000倍

希釈倍数

使用時期
収穫７日前まで
収穫２１日前まで
収穫１４日前まで

使用液量（10a）
１００～３００ℓ
１００～３００ℓ
１００～４００ℓ

適用病害虫名 農薬名 使用時期使用液量（10a）
100～300ℓ
０．８L

収穫７日前まで
収穫７日前までハスモンヨトウ

4,000倍
16～32倍プレバソンフロアブル５

※発生密度によっては以下の薬剤と混用して下さい。
　薬剤：トレボンEW 1，000倍（100～300ℓ／10a）　または 　ランネート４５ＤＦ 1，000倍（100～300ℓ／10a）

※展着剤を使用して下さい。

≪ドローンの場合≫
適用病害虫名
紫斑病
カメムシ類

紫斑病・カメムシ類

農薬名
アミスター２０フロアブル
スミチオン乳剤

アミスタートレボンＳＥ

希釈倍数
16～24倍
8倍
8倍

使用時期
収穫７日前まで
収穫２１日前まで
収穫21日前まで

使用液量（10a）
0.8ℓ
0.8ℓ
0.8ℓ

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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ニュース トピックスニュース トピックス

たくさんの方が写真撮影を楽しんでいました

個性豊かなひまわりたち

丁寧に種をまく参加者の皆さん

播種後１週間目の様子：無事見事に生えそろいました。

あ
お
ぞ
ら
に
届
け
大
輪
の
ひ
ま
わ
り

　
８
月
上
旬
、
農
事
組
合
法
人
お
き
す
（
森
脇
康
博
組
合
長
）
の
圃
場
で
は
、
真
っ
青
な
夏

空
の
も
と
、
ひ
ま
わ
り
が
開
花
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
空
の
玄
関
「
出
雲
縁
結
び
空
港
」
道
路
沿
い
に
あ
る
、約
２
ｈ
ａ
の
搾
油
用
ひ
ま
わ
り
畑
は
、

鮮
や
か
な
黄
色
に
彩
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
６
月
に
開
催
し
た
「
ひ
ま
わ
り
の
種
ま
き
体
験
」

の
畑
で
も
、
15
品
種
の
ひ
ま
わ
り
が
個
性
豊
か
に
咲
き
誇
り
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
や
仲

間
ど
う
し
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
、
思
い
思
い
に
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
満
開
を
迎
え
た
８
月
11
日
か
ら
15
日
に
は
、
好
み
の
花
を
摘
み
取
っ
て
も
ら
い
販
売
す
る

「
摘
み
と
り
園
」
が
開
設
さ
れ
、
約
１
千
本
の
販
売
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
島
根
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
し
ま
ね
っ
こ
」
の
突
然
の
訪
問
も
あ
り
、
居
合
わ
せ
た
来
場
者
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
森
脇
組
合
長
は
、「
コ
ロ
ナ
の
た
め
大
き
な
Ｐ
Ｒ
は
で
き
ず
、当
初
企
画
し
た『
夜
の
散
歩
道
』

も
中
止
。
せ
っ
か
く
の
満
開
時
期
に
は
大
雨
・
強
風
の
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ま
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
斐
川
地
区
本
部
で
は
「
く
ら
し
の
活
動
事
業
」
の
一
環
と
し
て
ソ
バ
の
栽
培
か
ら
収
穫
、

そ
ば
打
ち
ま
で
を
体
験
す
る
「
食
育
そ
ば
作
り
」
を
企
画
し
、
ソ
バ
に
興
味
を
持
つ
組
合
員

８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
８
月
22
日
、
初
回
の
種
ま
き
作
業
を
実
施
。
講
師
に
は
、
地
元
で
ソ
バ
を
栽
培
す
る
糸
賀

充
さ
ん
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
座
学
で
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
、
栽
培
管
理
の

仕
方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
続
い
て
約
２
・
５
ア
ー
ル
の
圃
場
に
移
動
し
、
ま
ず
は
播
種

用
に
７
列
の
浅
い
溝
を
切
り
ま
し
た
。

　
糸
賀
さ
ん
よ
り
、「
播
種
量
が
少
な
す
ぎ
る
と
収
量
が
少
な
く
、
多
す
ぎ
る
と
も
や
し
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
が
ま
い
た
と
こ
ろ
を
よ
く
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。」
と
指
導

を
受
け
、
ソ
バ
の
種
を
約
10
粒
ず
つ
10
セ
ン
チ
間
隔
で
丁
寧
に
蒔
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
そ
ば
打
ち
体
験
に
は
よ
く
参
加
し
て
い
る
が
、
自
分
で
育
て
た
も
の
を
食
べ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
ど
の
よ
う
に
育
つ
の
か
興
味
が
あ
る
し
、
収
穫
後
の
そ
ば
打
ち

も
楽
し
み
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
土
寄
せ
作
業
・
収
穫
作
業
・
脱
穀
作
業
を
経
て
、
12
月
に
そ
ば
打
ち
・
試
食
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
児

　
　
　
お
い
し
い
ぶ
ど
う
収
穫
体
験

　
８
月
19
日
、
斐
川
ぶ
ど
う
生
産
組
合
青
年
部
（
坪
内
雅

青
年
部
長
）
と
斐
川
地
区
本
部
は
、
伊
波
野
保
育
園
の
年

長
組
園
児
21
名
と
先
生
５
名
を
、
同
生
産
組
合
青
年
部
が

管
理
す
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
招
き
、
ぶ
ど
う
の
収
穫
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、「
ハ
ウ
ス
の
中
が
甘
い
匂
い
が
す
る
。
大

き
く
て
お
い
し
そ
う
」
と
話
し
な
が
ら
脚
立
に
上
り
、
収

穫
期
を
迎
え
た
大
粒
の
「
巨
峰
」
に
鋏
を
入
れ
、
収
穫
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
収
穫
の
後
、
試
食
用
と
し
て
事
前
に
準
備
し
て
い
た
巨

峰
を
み
ん
な
で
い
た
だ
き
、
地
元
で
栽
培
さ
れ
た
甘
酸
っ

ぱ
い
旬
の
味
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
先
生
た
ち
は
、「
保
育
園
で
も
ぶ
ど
う
を
作
り
ま
し
た
が
、

裂
果
す
る
な
ど
う
ま
く
で
き
ず
、
難
し
く
感
じ
ま
し
た
。

お
い
し
い
ぶ
ど
う
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
嬉
し
い
。」
と
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
坪
内
青
年
部
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
こ
と

が
で
き
と
て
も
嬉
し
い
。
家
族
み
ん
な
で
味
わ
っ
て
ほ
し

い
。
来
年
も
ぜ
ひ
企
画
し
た
い
。」
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

「
食
育
そ
ば
作
り
」　

　
　
播
種
か
ら
そ
ば
打
ち
ま
で
体
験

　
８
月
29
・
30
日
の
両
日
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
に
て
組
合
員
健
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
各
種
部
会
組
織
等
に
所
属
さ
れ
て
い
な
い
、

一
般
組
合
員
の
皆
様
を
対
象
に
し
た
健
康
診
断
で
す
。

　
市
が
実
施
す
る
「
特
定
健
診
」
の
項
目
に
セ
ッ
ト
で
受
診

で
き
る
、「
心
電
図
」・「
前
眼
部
O
T
C
検
査
（
緑
内
障
）」

な
ど
７
項
目
に
加
え
、
脳
梗
塞
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

「
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
」
な
ど
、
４
項
目
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
実
施
し
ま
し
た
。

　
健
診
会
場
に
は
、
両
日
で
83
名
の
受
診
者
が
来
場
さ
れ
、

日
ご
ろ
の
健
康
状
態
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
健
康
確
認
の
お
手
伝
い
！

　
　
　
　
組
合
員
健
康
診
断
実
施

令
和
４
年
産
米
初
検
査

　
８
月
26
日
、
総
合
基
幹
施
設
で
令
和
４
年
産
米
の
初
検
査

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、早
生
品
種
の「
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
」が
５
１
１
袋
、「
ヒ

メ
ノ
モ
チ
」
が
１
，
３
３
８
袋
初
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
山
根
本
部
長
は
、「
昨
年
は
米
価
が
大

幅
に
下
落
し
た
。
今
年
は
価
格
が
若
干
持
ち
直
し
た
も
の
の
、

反
面
資
材
の
高
騰
な
ど
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
る
」と
し
、「
組

合
員
の
皆
様
が
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
お
米
を
し
っ
か
り
検

査
し
、
安
心
・
安
全
を
担
保
し
な
が
ら
、
最
後
の
一
袋
・
一

粒
ま
で
売
り
切
っ
て
い
く
こ
と
が
我
々
Ｊ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
査
員
は
「
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
の
生
育
は
順
調
に
推
移
し
た
。

幼
穂
形
成
期
以
降
、
高
温
続
き
の
た
め
心
白
粒
・
基
部
未
熟

や
カ
メ
ム
シ
被
害
粒
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
粒
張
り
も

よ
く
全
量
１
等
と
な
り
安
心
し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
検
査
を
終
え
た
米
は
、
卸
業
者
を
通
じ
て
県
内
外
へ
出
荷

さ
れ
ま
す
。
今
後
は
主
力
品
種「
つ
や
姫
」の
収
穫
期
を
迎
え
、

９
月
下
旬
か
ら
は
町
内
作
付
け
の
５
割
を
占
め
る
「
き
ぬ
む

す
め
」
が
収
穫
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
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ニュース トピックスニュース トピックス

たくさんの方が写真撮影を楽しんでいました

個性豊かなひまわりたち

丁寧に種をまく参加者の皆さん

播種後１週間目の様子：無事見事に生えそろいました。

あ
お
ぞ
ら
に
届
け
大
輪
の
ひ
ま
わ
り

　
８
月
上
旬
、
農
事
組
合
法
人
お
き
す
（
森
脇
康
博
組
合
長
）
の
圃
場
で
は
、
真
っ
青
な
夏

空
の
も
と
、
ひ
ま
わ
り
が
開
花
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
空
の
玄
関
「
出
雲
縁
結
び
空
港
」
道
路
沿
い
に
あ
る
、約
２
ｈ
ａ
の
搾
油
用
ひ
ま
わ
り
畑
は
、

鮮
や
か
な
黄
色
に
彩
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
６
月
に
開
催
し
た
「
ひ
ま
わ
り
の
種
ま
き
体
験
」

の
畑
で
も
、
15
品
種
の
ひ
ま
わ
り
が
個
性
豊
か
に
咲
き
誇
り
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
や
仲

間
ど
う
し
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
訪
れ
、
思
い
思
い
に
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
満
開
を
迎
え
た
８
月
11
日
か
ら
15
日
に
は
、
好
み
の
花
を
摘
み
取
っ
て
も
ら
い
販
売
す
る

「
摘
み
と
り
園
」
が
開
設
さ
れ
、
約
１
千
本
の
販
売
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
島
根
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
し
ま
ね
っ
こ
」
の
突
然
の
訪
問
も
あ
り
、
居
合
わ
せ
た
来
場
者
は
大
喜
び
で
し
た
。

　
森
脇
組
合
長
は
、「
コ
ロ
ナ
の
た
め
大
き
な
Ｐ
Ｒ
は
で
き
ず
、当
初
企
画
し
た『
夜
の
散
歩
道
』

も
中
止
。
せ
っ
か
く
の
満
開
時
期
に
は
大
雨
・
強
風
の
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

皆
さ
ま
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
斐
川
地
区
本
部
で
は
「
く
ら
し
の
活
動
事
業
」
の
一
環
と
し
て
ソ
バ
の
栽
培
か
ら
収
穫
、

そ
ば
打
ち
ま
で
を
体
験
す
る
「
食
育
そ
ば
作
り
」
を
企
画
し
、
ソ
バ
に
興
味
を
持
つ
組
合
員

８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
８
月
22
日
、
初
回
の
種
ま
き
作
業
を
実
施
。
講
師
に
は
、
地
元
で
ソ
バ
を
栽
培
す
る
糸
賀

充
さ
ん
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
座
学
で
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
、
栽
培
管
理
の

仕
方
な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。
続
い
て
約
２
・
５
ア
ー
ル
の
圃
場
に
移
動
し
、
ま
ず
は
播
種

用
に
７
列
の
浅
い
溝
を
切
り
ま
し
た
。

　
糸
賀
さ
ん
よ
り
、「
播
種
量
が
少
な
す
ぎ
る
と
収
量
が
少
な
く
、
多
す
ぎ
る
と
も
や
し
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
。
自
分
が
ま
い
た
と
こ
ろ
を
よ
く
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。」
と
指
導

を
受
け
、
ソ
バ
の
種
を
約
10
粒
ず
つ
10
セ
ン
チ
間
隔
で
丁
寧
に
蒔
い
て
い
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
そ
ば
打
ち
体
験
に
は
よ
く
参
加
し
て
い
る
が
、
自
分
で
育
て
た
も
の
を
食
べ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
ど
の
よ
う
に
育
つ
の
か
興
味
が
あ
る
し
、
収
穫
後
の
そ
ば
打
ち

も
楽
し
み
で
す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
土
寄
せ
作
業
・
収
穫
作
業
・
脱
穀
作
業
を
経
て
、
12
月
に
そ
ば
打
ち
・
試
食
会
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

保
育
園
児

　
　
　
お
い
し
い
ぶ
ど
う
収
穫
体
験

　
８
月
19
日
、
斐
川
ぶ
ど
う
生
産
組
合
青
年
部
（
坪
内
雅

青
年
部
長
）
と
斐
川
地
区
本
部
は
、
伊
波
野
保
育
園
の
年

長
組
園
児
21
名
と
先
生
５
名
を
、
同
生
産
組
合
青
年
部
が

管
理
す
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
招
き
、
ぶ
ど
う
の
収
穫
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、「
ハ
ウ
ス
の
中
が
甘
い
匂
い
が
す
る
。
大

き
く
て
お
い
し
そ
う
」
と
話
し
な
が
ら
脚
立
に
上
り
、
収

穫
期
を
迎
え
た
大
粒
の
「
巨
峰
」
に
鋏
を
入
れ
、
収
穫
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
収
穫
の
後
、
試
食
用
と
し
て
事
前
に
準
備
し
て
い
た
巨

峰
を
み
ん
な
で
い
た
だ
き
、
地
元
で
栽
培
さ
れ
た
甘
酸
っ

ぱ
い
旬
の
味
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
先
生
た
ち
は
、「
保
育
園
で
も
ぶ
ど
う
を
作
り
ま
し
た
が
、

裂
果
す
る
な
ど
う
ま
く
で
き
ず
、
難
し
く
感
じ
ま
し
た
。

お
い
し
い
ぶ
ど
う
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
嬉
し
い
。」
と
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
坪
内
青
年
部
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
こ
と

が
で
き
と
て
も
嬉
し
い
。
家
族
み
ん
な
で
味
わ
っ
て
ほ
し

い
。
来
年
も
ぜ
ひ
企
画
し
た
い
。」
と
意
気
込
み
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

「
食
育
そ
ば
作
り
」　

　
　
播
種
か
ら
そ
ば
打
ち
ま
で
体
験

　
８
月
29
・
30
日
の
両
日
、Ｊ
Ａ
島
根
厚
生
連
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
に
て
組
合
員
健
診
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
各
種
部
会
組
織
等
に
所
属
さ
れ
て
い
な
い
、

一
般
組
合
員
の
皆
様
を
対
象
に
し
た
健
康
診
断
で
す
。

　
市
が
実
施
す
る
「
特
定
健
診
」
の
項
目
に
セ
ッ
ト
で
受
診

で
き
る
、「
心
電
図
」・「
前
眼
部
O
T
C
検
査
（
緑
内
障
）」

な
ど
７
項
目
に
加
え
、
脳
梗
塞
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

「
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査
」
な
ど
、
４
項
目
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
実
施
し
ま
し
た
。

　
健
診
会
場
に
は
、
両
日
で
83
名
の
受
診
者
が
来
場
さ
れ
、

日
ご
ろ
の
健
康
状
態
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
健
康
確
認
の
お
手
伝
い
！

　
　
　
　
組
合
員
健
康
診
断
実
施

令
和
４
年
産
米
初
検
査

　
８
月
26
日
、
総
合
基
幹
施
設
で
令
和
４
年
産
米
の
初
検
査

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、早
生
品
種
の「
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
」が
５
１
１
袋
、「
ヒ

メ
ノ
モ
チ
」
が
１
，
３
３
８
袋
初
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
山
根
本
部
長
は
、「
昨
年
は
米
価
が
大

幅
に
下
落
し
た
。
今
年
は
価
格
が
若
干
持
ち
直
し
た
も
の
の
、

反
面
資
材
の
高
騰
な
ど
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
る
」と
し
、「
組

合
員
の
皆
様
が
丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
お
米
を
し
っ
か
り
検

査
し
、
安
心
・
安
全
を
担
保
し
な
が
ら
、
最
後
の
一
袋
・
一

粒
ま
で
売
り
切
っ
て
い
く
こ
と
が
我
々
Ｊ
Ａ
の
使
命
で
あ
る
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
検
査
員
は
「
ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン
の
生
育
は
順
調
に
推
移
し
た
。

幼
穂
形
成
期
以
降
、
高
温
続
き
の
た
め
心
白
粒
・
基
部
未
熟

や
カ
メ
ム
シ
被
害
粒
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
粒
張
り
も

よ
く
全
量
１
等
と
な
り
安
心
し
た
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
検
査
を
終
え
た
米
は
、
卸
業
者
を
通
じ
て
県
内
外
へ
出
荷

さ
れ
ま
す
。
今
後
は
主
力
品
種「
つ
や
姫
」の
収
穫
期
を
迎
え
、

９
月
下
旬
か
ら
は
町
内
作
付
け
の
５
割
を
占
め
る
「
き
ぬ
む

す
め
」
が
収
穫
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
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総務課から TEL 73-9603

「我が子自慢・孫自慢」
あなたの撮った写真を掲載してみませんか？

プロ・アマ問いません。

※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先

大募集！！

藤井  律杜ちゃん（9ヶ月）
りつ   と

我が子
自慢・

孫自慢 斐川町三分市
中濱  利美 さん
　　  章子 さん

律杜くん、
いつも癒しをありがとう
りっちゃんの笑顔は
最高で、最強です。
元気いっぱいで
大きくなぁれ！

斐川地区本部運営委員会 議題斐川地区本部運営委員会 議題

１．令和４年産島根米仮単価について
２．報告事項

（１）令和３年産米販売進度について
（２）貯金・貸出金実績について（令和４年７月末）
（３）月次決算書および主要実績一覧表について
（４）斐川地区本部業績還元について
（５）斐川地区本部金融共済店舗（支店）再編について

8月25日開催

　
8
月
31
日
、
女
性
倶
楽
部
〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
5
期
生
の

最
後
の
講
義
と
修
了
式
を
行
い
ま
し
た
。
始
め
に
、
手

芸
グ
ル
ー
プ
講
師
の
加
藤
千
重
子
先
生
に
「
ね
じ
り
花

コ
サ
ー
ジ
ュ
」
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
布
を
折
っ

て
ハ
サ
ミ
で
切
り
、
広
げ
て
花
び
ら
を
作
り
接
着
剤
で

重
ね
合
わ
せ
ま
し
た
。
講
義
終
了
後
に
、
自
分
で
作
っ

た
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
付
け
て
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。
全

て
の
講
義
に
参
加
さ
れ
た
7
名
の
方
に
皆
勤
賞
を
贈
り
、

2
年
間
の
振
り
返
り
と
し
て
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映

し
ま
し
た
。
飯
塚
順
子
部
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
講
義
も
あ
り
ま
し
た
が
、

修
了
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ソ
レ
イ
ユ
で

の
活
動
は
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
女
性
部

の
活
動
に

積
極
的
に

参
加
し
て

下
さ
い
。」

と
話
さ
れ

ま
し
た
。

〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
５
期
生
が
修
了

ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
生 活 課 　 ２ 階 会 議 室
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ
ひかわあぐりキッチン ふぁみーゆ

９：３０～
９：３０～
９：３０～
９：３０～

10：0０～
9：3０～

１３：３０～
９：００～

9月19日（月）
9月22日（木）
9月28日（水）

10月11日（火）
10月12日（水）
10月17日（月）
10月17日（月）
10月20日（木）

パッチワークグループ
書道グループ
ひまわりグループ
ちぎり絵グループ
いきいきグループ
パッチワークグループ
絵てがみグループ
手芸グループ

長い間お世話になりました
定年退職にあたって
　初秋の候　皆さまには益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

　この度、島根県農業協同組合を８月末で定年退職いたしました。在職中

には組合員の皆さまより温かいご指導とご厚情を賜り、衷心より厚くお

礼申し上げます。

　今後とも変わらぬご指導とご交誼を賜りますようお願い申し上げます。

退職者：深津　勝司深津　勝司

組合員・利用者のみなさまへ

新型コロナウイルス感染防止を
　　　　 踏まえた訪問日の対応について
　平素は当ＪＡの事業活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとう
ございます。
　標題の新型コロナウイルスにつきましては、依然として罹患に対す
る不安は継続している状況となっており、今後の職員による訪問活動
（外勤）については、その時点の島根県や出雲市の状況を踏まえつつ、
場合によってはポスト等への投函をもって訪問に換えさせていただく
ことがあります。
　ご不便等おかけし、誠に申し訳ございませんが、昨今の状況を鑑み、
何卒ご 了解いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
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総務課から TEL 73-9603

「我が子自慢・孫自慢」
あなたの撮った写真を掲載してみませんか？

プロ・アマ問いません。

※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先

大募集！！

藤井  律杜ちゃん（9ヶ月）
りつ   と

我が子
自慢・

孫自慢 斐川町三分市
中濱  利美 さん
　　  章子 さん

律杜くん、
いつも癒しをありがとう
りっちゃんの笑顔は
最高で、最強です。
元気いっぱいで
大きくなぁれ！

斐川地区本部運営委員会 議題斐川地区本部運営委員会 議題

１．令和４年産島根米仮単価について
２．報告事項

（１）令和３年産米販売進度について
（２）貯金・貸出金実績について（令和４年７月末）
（３）月次決算書および主要実績一覧表について
（４）斐川地区本部業績還元について
（５）斐川地区本部金融共済店舗（支店）再編について

8月25日開催

　
8
月
31
日
、
女
性
倶
楽
部
〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
5
期
生
の

最
後
の
講
義
と
修
了
式
を
行
い
ま
し
た
。
始
め
に
、
手

芸
グ
ル
ー
プ
講
師
の
加
藤
千
重
子
先
生
に
「
ね
じ
り
花

コ
サ
ー
ジ
ュ
」
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
布
を
折
っ

て
ハ
サ
ミ
で
切
り
、
広
げ
て
花
び
ら
を
作
り
接
着
剤
で

重
ね
合
わ
せ
ま
し
た
。
講
義
終
了
後
に
、
自
分
で
作
っ

た
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
付
け
て
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。
全

て
の
講
義
に
参
加
さ
れ
た
7
名
の
方
に
皆
勤
賞
を
贈
り
、

2
年
間
の
振
り
返
り
と
し
て
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
上
映

し
ま
し
た
。
飯
塚
順
子
部
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
講
義
も
あ
り
ま
し
た
が
、

修
了
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ソ
レ
イ
ユ
で

の
活
動
は
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
女
性
部

の
活
動
に

積
極
的
に

参
加
し
て

下
さ
い
。」

と
話
さ
れ

ま
し
た
。

〝
ソ
レ
イ
ユ
〞
５
期
生
が
修
了
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生 活 課 　 ２ 階 会 議 室
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9月19日（月）
9月22日（木）
9月28日（水）

10月11日（火）
10月12日（水）
10月17日（月）
10月17日（月）
10月20日（木）

パッチワークグループ
書道グループ
ひまわりグループ
ちぎり絵グループ
いきいきグループ
パッチワークグループ
絵てがみグループ
手芸グループ

長い間お世話になりました
定年退職にあたって
　初秋の候　皆さまには益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

　この度、島根県農業協同組合を８月末で定年退職いたしました。在職中

には組合員の皆さまより温かいご指導とご厚情を賜り、衷心より厚くお

礼申し上げます。

　今後とも変わらぬご指導とご交誼を賜りますようお願い申し上げます。

退職者：深津　勝司深津　勝司

組合員・利用者のみなさまへ

新型コロナウイルス感染防止を
　　　　 踏まえた訪問日の対応について
　平素は当ＪＡの事業活動にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとう
ございます。
　標題の新型コロナウイルスにつきましては、依然として罹患に対す
る不安は継続している状況となっており、今後の職員による訪問活動
（外勤）については、その時点の島根県や出雲市の状況を踏まえつつ、
場合によってはポスト等への投函をもって訪問に換えさせていただく
ことがあります。
　ご不便等おかけし、誠に申し訳ございませんが、昨今の状況を鑑み、
何卒ご 了解いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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